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全方向視差高解像度アニメーテッド CGHによる 

垂直方向視点変化を利用したホログラフィックサイネージ 
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あらまし  人目を引く全方向視差高解像度アニメーテッド CGHの社会実装の１例として，垂直方向の視点変化を

利用して，身長制限によるアトラクション等への入場の可否を提示するホログラフィックサイネージを報告する． 
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Full-Parallax High-Definition Animated CGH 

Tomoki TAKADA   Hirohito NISHI    Kyoji MATSUSHIMA 

Department of Electrical, Electronic and Information Engineering, Kansai University 

Yamate-cho 3-3-35, Suita, Osaka 564-8680, Japan 

E-mail:  k802472@kansai-u.ac.jp (T. Takada) 

Abstract  An animated CGH created using the technique of full-parallax high-definition CGHs (FPHD-CGH), which are very 

eye-catching, is proposed for holographic signage as an example of the social implementation of FPHD-CGHs. This signage 

uses vertical viewpoint change to indicate whether or not entry to attractions is permitted.  
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1 .  はじめに  

大型の全方向視差高解像度計算機合成ホログラム

(F u l l - p a r a l l a x  h i g h -d e f i n i t i o n  C G H ,  F P H D - C G H )は

[1 ]，非常に目立ち，注目を集めやすいことから，広

告や標識などの社会実装を目的とした応用研究が進め

られるようになった．特に，視点移動に応じて再生像

が 変 化 す る ア ニ メ ー テ ッ ド ホ ロ グ ラ ム は [ 2 , 3 ]，

FP H D - C G H においても空間周波数フィルタを用いて

全方向視差で実現されており [ 4 ]，多様な映像表現が

可能となっている．しかし，アニメ―テッド C G H を

活かしたサイネージの実用的なアイデアが提案されて

いないため，社会実装化が進んでいない．  

そこで我々は，全方向視差高解像度アニメーテッ

ド C G H を用いたホログラフィックサイネージとして，

すでに「S m o k in g  S ig n」と「M o n i to r i n g  Ey e」の 2

種類のサイネージについて報告している [5 ]．本稿で

は新たに，テーマパーク・遊園地等での身長制限を視

覚的に確認できるホログラフィックサイネージとして

「H e ig h t  C h e c k  S ig n」を設計・製作したため，これ

を報告する．   

2 .  サイネージ「Heig ht  Check  S ig n」  

2 . 1 .  コンセプト 

本サイネージは，図 1 に示すように，身長により垂

直方向の視点位置が変化することを利用し遊園地など

のアトラクションにおける乗車の可否を視覚的に確認

することを目的としている．使用した 3 D シーンを図

2 に示す．本サイネージでは身長制限値を 1 . 3 2 m，観

察距離を 0 .5 m とし， ( a )は入場不可， ( c )は入場可能

の映像を提示する．これらの間にはいずれとも判定で

きないグレーゾーンがあるため， ( b )では，説明用パ

ネルを見て身長測定を誘導するようにしている．本サ

イネージでは，視点の高さを基準に C G H を設置する

ため，瞳から頭頂部までの平均距離を 1 2 .5 c m とし [ 6 ]，

C GH を設置する中心の高さを 1 .1 9 5 m とする．   

2 .2 .  Heig ht  Check  S ig n の FPHD -CGH  

製 作 し た カ ラ ー フ ィ ル タ 方 式 [7 ]の フ ル カ ラ ー

FP H D - C G H のパラメータを表 1 に示す．総画素数

1 ,3 5 0 億画素の高解像度 C G H となっている．光学再

生像を図 3 に示す．図中の数字はカメラの視点の高さ

である．視点高さに応じて意図通りの映像を再生でき

ていることがわかる．  



 

 

2 .3 .  実証実験  

図 4 のように，本サイネージを見た異なる身長の観

察者がどのような映像を視認するか実証した．被験者

が大人であるため，身長制限値を 1 .7 0 m に変更して

実験した結果，1 4 名中 1 2 名が意図通りの再生像を視

認し，2 名は意図通りではない再生像を視認した．こ

の要因として， (1 )瞳から頭頂部までの平均距離との

違い， (2 )姿勢や首の傾け角度の個人差が考えられる．

しかし，図 3 (b )のように身長測定のグレーゾーンを

用いることで誤入場を防ぐことができているため，こ

のような問題も回避することができると考えられる．  

3 .  まとめ  

本研究ではホログラフィックサイネージの社会実

装を目的として，全方向視差高解像度アニメーテッド

C GH を用いて「H e ig h t  C h e ck  S ig n」を提案した．実

証実験した結果，概ね想定通りのホログラフィックサ

イネージを構築できた．  今後は子供に対して実証実

験を行い，意図通りのサイネージとして機能するかど

うかを検証したい．  
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図 1  サイネージの原理  

表 1 「H e i g h t  C h e ck  S i g n」C G H のパラメータ  

ピクセル数  4 5 0 ,0 0 0  × 3 0 0 ,0 0 0  

ピクセル間隔 [μm] 0 .4  × 0 . 6  

設計波長  ( R ,  G ,  B )  [nm]  (6 3 5 ,  5 1 7 ,  4 4 3 )  

参照光位置 ( x， y， z )  [ m m ]  (−1 6 0，0，4 0 0 )  

 

図 2  提示する映像の 3 D シーン． ( a )入場不可，

(b )身長測定， ( c )入場可．  
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図 3  「H e ig h t  Ch e c k  S ig n」の光学再生像  
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図 4  実証実験の様子  
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